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医学系研究実施のお知らせ 

 
医学系研究「在宅高齢者における訪問歯科診療および口腔ケアのニーズと全身状態

・ADL・QOLとの関連―糟屋在宅医療ネットワーク登録患者を対象に―」に関する 

研究実施のお知らせについて 

 

福岡看護大学では、在宅高齢者の健康寿命の延伸に寄与できることを目指す医学系研

究を行なっています。そのような医学系研究の一つとして、この研究も行われておりま

す。 

 このお知らせ文は、この研究の実施について皆様に知っていただき、研究内容を正し

く理解していただくためのものです。 

 なお、この研究は福岡学園倫理審査委員会の承認と、研究機関の長（福岡学園理事長 

水田祥代）からの許可を受けています。この研究が許可されている期間は、2025 年 3

月 31 日までです。 

 

1. 研究の対象となる方の条件 

  2012 年 1 月～4月の間、糟屋在宅医療ネットワーク登録者を対象に、粕屋医師会お

よび福岡東医療センターによって実施されたアンケート調査に参加された方のうち

1122 名を対象にします。 

許可番号：355 

課題名：在宅高齢者における訪問歯科診療および口腔ケアのニーズと全身状態・ADL・

QOL との関連 

許可期間：2017 年 8 月 29 日～2025 年 3 月 31 日 

本研究に使用する試料・情報の取得期間：2018 年 1 月 

 

 この研究においては、皆様の個人情報が漏洩することを防止するため、個人を容易に

識別できる情報（氏名、生年月日）をすべて削除して実施されます。研究の一定時点以

降は、分析データから特定の方の情報を削除できなくなることをどうぞご了解ください。 

 

2. 研究の目的や意義について 

口腔ケアは、全身の健康に関連する重要な要因であるというエビデンスが報告され、

手術を受ける患者やがん治療・糖尿病・高齢者などを対象に、早期回復・肺炎予防・栄

養改善などの効果が示されています。しかし、在宅高齢者を対象とした研究はまだ少な

い状況です。 
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近年、地域包括ケアシステムの構築など、在宅高齢者が住み慣れた地域で健康に暮ら

せるためのシステムづくりが進められています。しかし、口腔を通して全身の健康支援

を行うことに関する在宅高齢者のニーズや具体的な支援方法などは十分に検討されて

いません。そのため、本研究で、糟屋在宅医療ネットワーク登録者を対象に実施された

アンケートに回答された約 1100 名のデータを分析いたします。その結果、在宅高齢者

の口腔ケアの実態、訪問歯科診療へのニーズおよび健康状態等との関連を明らかにする

ことで、在宅高齢者への口腔を起点とした全身の健康増進に向けた介入方法を検討する

上で、新たな知見が得られることが期待できます。 

 尚、このデータは、国立大学法人群馬大学情報学部 教授 嶋田香氏に提供され、共

同で研究を行います。その際には、国立大学法人群馬大学の倫理審査委員会の承認後

にデータを提供しデータ解析を始めます。 

 

3. 研究の方法について 

 この研究を行う際は以下の情報を取得し、在宅高齢者における訪問歯科診療および口

腔ケアのニーズと全身状態・ADL・QOL との関連性を分析し、在宅高齢者の口腔ケアの重

要性、および口腔ケアの方法と訪問歯科診療の利用等を働きかけるための基礎資料とし

たいと考えています。 

 

 〔取得する情報〕 

①属性：年齢・性別・配偶者の有無・同居家族・経済状態・住居 

②口腔：歯科診療・訪問歯科診療・口腔ケアのニーズ  

③重症時の QOL の選択:緊急時の治療の選択・自身および家族が要介護状 

態になった際の居場所  

④健康状態および QOL：主観的健康状態・医療機関への受診状況・訪問介護の利

用・入院歴・痛み・日常生活の不便さ・主観的幸福感 

⑤薬剤：服薬状況、訪問薬剤師のニーズ 

⑥地域と病院との情報共有に関するニーズ 

 

上記の情報を国立大学法人群馬大学情報学部へ CD-ROM に格納した後に追跡可能な方

法で郵送し、 教授 嶋田香氏により詳しい解析を行う予定です。 

 

4. 試料や情報の管理について 

この研究において研究対象者から得られた情報は、研究終了後、福岡看護大学基礎・

基礎看護部門基礎看護学分野において同分野教授の青木久恵の責任の下、１０年間保存

した後、研究用の番号等を消去し、廃棄します。 

 

5. 研究に関する情報や個人情報の開示について 
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この研究に参加してくださった方々の個人情報の保護や、この研究の独創性の確保に

支障がない範囲で、この研究の研究計画書や研究の方法に関する資料をご覧いただくこ

とができます。資料の閲覧を希望される方は、ご連絡ください。 

 

6. 研究の実施体制について 

研究実施場所

（分野名等）

学校法人 福岡学園 

福岡看護大学 基礎・基礎看護部門 基礎看護学分野 

研究責任者 福岡看護大学 基礎・基礎看護部門 基礎看護学分野 

              教授 青木 久恵 

福岡看護大学基礎・基礎看護部門基礎専門基礎分野  

教授 晴佐久悟 

福岡歯科大学総合歯科学講座高齢者歯科学分野 

                          教授 内藤 徹 

 

共同研究機関 研究機関名 ／ 研究責任者の職名・氏名 

国立大学法人群馬大学情報学部 ／ 教授・嶋田 香 

国立大学法人九州大学大学院歯学研究院附属 OBT 研究センタ

ー口腔顎顔面病態学講座 高齢者歯科学・全身管理歯科学分野 

准教授 水谷慎介 

研究協力機関 機関名 ／ 責任者の職名・氏名 

独立行政法人国立病院機構 福岡東医療センター／名誉院長 

                     上野 道雄 

 

7. 相談窓口について 

この研究に関してご質問や相談等ある場合は、下記担当者までご連絡ください。 

事務局 

（相談窓口） 

福岡看護大学 基礎・基礎看護部門  

基礎看護学分野 教授 青木 久恵 

連絡先：〔TEL〕092-801-0485（内線 3770） 

     〔FAX〕092-801-0412 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：aoki@fdcnet.ac.jp 

（作成日：2022 年 1 月 5日 最終修正日：1月 15 日） 
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・試料・情報の保管及び廃棄 

 この研究における研究データは、研究終了後、群馬大学情報学部嶋田研究室

内で１０年間保存した後、研究用の番号等を消去し、廃棄します。 
 
・研究対象者の権利に関して情報が欲しい場合あるいは健康被害が生じたとき

に連絡をとるべき相談窓口について 
研究対象者がこの研究および研究対象者の権利に関してさらに情報が欲しい

場合、または研究対象者に健康被害が発生した場合に、研究対象者が連絡をと

る担当者は下記のとおりです。何かお聞きになりたいことがありましたら、ど

うぞ遠慮なくいつでもご連絡ください。 

試料・情報を研究に用いることについて、対象者となることを希望されない

方は、下記連絡先までご連絡下さい。研究対象者とならない場合でも不利益が

生じることはありません。 
 

【問合せ・苦情等の相談窓口（連絡先）】 

 所属・職名：群馬大学情報学部教授 (責任者)          

 氏名： 嶋田 香 

 

 連絡先：〒371-8510 群馬県前橋市荒牧町 4-2 群馬大学情報学部 

Tel：027-220-7417 

担当：嶋田 香                 

 

上記の窓口では、問合せ・苦情等の他、次の事柄について受け付けています。 

（１）研究計画書および研究の方法に関する資料の閲覧（又は入手）ならびに   

   その方法  ※他の研究対象者の個人情報および知的財産の保護等に支 

   障がない範囲内に限られます。 

（２）研究対象者の個人情報についての開示およびその手続（手数料の額も含 

   まれます。） 

（３）研究対象者の個人情報の開示、訂正等、利用停止等について、請求に応 

   じられない場合にはその理由の説明 

（４）研究対象者から提供された試料・情報の利用に関する通知 

   ①試料・情報の利用目的および利用方法（他の機関へ提供される場合は 

    その方法を含む。） 

   ②利用し、または提供する試料・情報の項目 

   ③利用する者の範囲 

   ④試料・情報の管理について責任を有する者の氏名または名称 

   ⑤研究対象者またはその代理人の求めに応じて、研究対象者が識別され 

    る試料・情報の利用または他の研究機関への提供を停止すること、お 

    よびその求めを受け付ける方法 
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